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同種骨髄移植後の小児にみられた肺合併症
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１０１１本小児放射線'11と会雑!;,!；

イクロスボリンハとメソトレキセー卜による

０，､ahVorsusllo島１１)iHoaso(〔ﾊﾉ１１１))の予防

や広域スペクトラムの|Ｍ済||，スルファメトキ

サゾール(バクタ）やガンシクロビル(ソビラッ

クス)投与による感染予防が行われている．４

例共に移,値から3011以内には移植骨髄の生着が

確認され，白血病細胞は認めなくなっていた．

症例２は移植から3011後に肝臓のv(〕noocclu-

sivodiBcasG(ＶＯＤ)で''1:腎不全となったが，

治療に反応し改善した．症例４は移植から25日

後に皮疹が出現し(ＩＶＩＩＤ１度と診ｌｌｌｉされた

が，（)週後には梢過した．

呼吸障害は移植後551二1から108日(平均79口）

して現れ，軽度の呼吸|ｲﾘ難や呼吸速拍を訴え

徐々に増悪した．聴診等の理学所見は軽微で

あったが，感染症を疑い細菌，真菌，ウィルス

等の埼養や抗体価ｉｌＩ１ｌ定を含む諸検査を実施した

が病原体は証明されず、非感染性のIlj障害と考

えられた．症例２は呼吸障害とほぼ同'1寺に血,性

Ｍｉ'iが発上|ﾐしGVIII)１１度と診断されている．

全例でプレゾニン１９／Ｈｘ３Ｅｌをｌクールと

するステロイドパルス療法が開始され，症例１

から症例３は１～３クール後に呼吸障害は寛解

し，症例２の1m性下痢も消退した．しかしそ

の後八ＲＤＳ様の強い呼吸障害が再発しいずれ

も砿Ｉｉ１Ｙから６カ月以内に死亡している．症|ﾀﾞ'１４

はパルス療法で一時改善するものの終了すると

増悪するという寛解蝋悪を繰り返したが、６

はじめに

最近，lill液疾患や惑Ｉ１ｉｌＩ１ｉＩ形腫瘍の治ljliiとして

骨髄移植が盛んに施行さているが，各種の感染

症や非感染性の合`併症が問題となっている同

種骨髄移植後の肺合併症としては，肺炎，感染

性あるいは非感染性の||:||櫛ｌ４Ｉｉ肺炎，広範なl1iljl｣」

IlIlや気道閉塞,性jii変など'~,》が報告されてい

るｒＩＩでも非感染性の間質ilj炎あるいはI1ili障害

は重篤であり、また再発しやすく致命的障害と

なることが多いと言われている3-5.8'．しかし，

そのiilji像診断に関しての報告は少なく，ｃｒＩ､所

見の詳細な検討はほとんど行われていない最

近，我々は小児急`性nlm病に対する同種骨髄移

植後に|ﾘ]らかな感染所兄を伴なわないI1il7障害を

経験したので，そのｃｒＰ所見を検討した．

対象と方法

本院小児内科で急性白血病のため'１１種骨髄移

植が行われた患児の''１で膨植後に非感染性の肺

障害を示した男児３例と女児１例の計４ｿiii例を

対象とした(Tablel1年齢は８～15歳で，い

ずれも再発あるいは初回寛解が得られず化学療

法に抵抗性を示した急性白血病で，発症してか

ら14力)1から40カ月経過している．骨髄移植の

前処liIfとして，ブスルファン，メルファランが

投与され、３例では全身照射(全線量l2Gy，１

回線鑓２Ｇｙｘ６回)が併用された．移植にはサ
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クールのパルス療法後には増悪することなく安

定し］年後にはステロイド投与は中''二となり

外来観察となっている．

これら４例の呼吸障害が発現してから１週'１|］

以内の初回肺ＣＴと寛解期にかけてのＣＴ所見を

検討した．ＣＴは通常スライス1ＬｊＩｌｕｎで全肺の

搬像を行った．使用機種はLlI芝製90()Ｓと

Ｘ－ＶＩ(}()Ｒである.検討項目はc()nsoli(1〔,Li()n，

線状像や胸水の有無で,スリガラス像の有無は，

経過i1iM察'二|］にスライスl単２ⅢⅢのＩｌｉｇｈ１℃s()'１１‐

li()I〕（】'「（llR(1'１１）が施行された症例２で|仇

討した．ConsolidaLionがあればその大きさ

や分布の特徴を上'１１下肺に分けて調べた．

２例で附胸生検が行われたのでその組織像も

;検討した．症例ｌの'|ﾐ検は呼吸障害が再発した

時点で行われ、症例４では呼吸障害が出現して

から５日後に行われた．いずれも生検組織の培

養等では病原体は証明されていない．

結果

４例のllTijCT所兄をＴａｂｌｅ２にまとめた．全

例で両Iiljに数カ所以上のcons(〕1i(latio,〕を認め

た（Fig.１～４)．病巣の大きさは症例により

異なり，小さなものは径１ciII程度のほぼ|']形を

示し，大きなものは1LLいに癒合した様な不曠形

を示した．これらの病変は上肺野にはほとんど

なく中下lili野に集に|]しその中でも背側の辺縁

域に多かった．しかし胸膜直「の肺含気は保

たれている傾向にあった．

Ｃ()ns()lida[ion以外の異常所見としては，症

|ﾀﾞ112の11ＲＣＴでc()nsolidationの周囲にスリガ

ラス像(Fig.２）が見られ，症例３では下肺に

短い線状像を認めた．胸水は症例１を除きいず

れも少|,tみられた．４例の異常所見は。ステロ

イド治療により急速に改善し－時はほぼ完全に

消失した．ステロイドパルス療法で増悪寛解を

繰り返した症例４は，数カ月後には下肺野を':'’

心に'|卿史の索状像を残して安雌している．

２例の病理組織像は，肺胞隔壁の肥厚と少数

のリンパ球やiIi核球の浸潤，＃i雛の破壊とll1I1胞

腔に１１型llill胞上皮の増生と硝子様構造の'１１現を

雄本所見とした間質'性肺炎像であった．症|ﾀﾞlI2

では内膜の変性を伴った血管腔の狭小化もみら

れた．しかし，末梢気管支腔の閉塞等の特異的

所見はなかった(Fig.５)．

考察

‘li1髄移植後のⅢii合併症の中で．診断が難しく

予後が不良な間質肺炎が大きな問題となってい

る．間厩性肺炎のおおよそ半数が感染性でその

(j～７１Ｉｉｌｌはサイトメガロウィルスが原[人|であ

り｜山のウイルス，真菌さらにPneumocvstis

caTiniiなどの感染も報告されている3~5．残り

半数のl1U質性Ⅱ|j炎あるいは肺側;f害は非感染性と

行われ，その発症には抗癌剤の肺毒'性，全身放

射線照射．ＧＶＩｌ｢)や感染の合併などが二]E要因

子として推測されている蒋・８－１０､が，その病因は

明らかとはなっていない．今回検討した４例の

臨床経過や治療経過には相違点が大きく病因の

類推はできない．
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C1arkらⅡ:は，骨髄移植後の病原体の証明さ

れないiilW慢性Ｉ１ｒＩ丁損傷は，臨床像が多彩で種々の

病理組織所見を呈し，多くの病因が|剛'1される

複雑な病態を示すことからI(liopathicpneu-

moniasvn(Irome(ＩＰＡ）と称し，その簡潔な

定義として広範なIlli胞損傷の証明と下部気道に

活動性の炎症がないことの２点を強調してい

る．報告の４例は培養，血清抗体{i1liiilI1定等の諸

検査で病原体は検出されず，後半の規定を満た

している．llhl部単純写真やＣＴによる画像診断

は，広範な肺損傷を証明する有力な手段である

が，その画像所見に関してまとまった報告は少

ない．

Wiseら'2)は骨髄移植後に肺炎所見を呈した

18例の胸部単純写真を検討し，感染が証[ﾘＩされ

なかった３例では，禰慢性間質影と含気腔病変

を示す所見等が混在していたと報告している．

これらの病変の病理像は間質の浮腫繊維化と

単核球優位の細胞浸潤，肺胞腔では硝子膜，出

血とｕ型llrIill包上皮の過形成であったと述べてい

る．この報告はＩＰＡの胸部写真所見として，

consolidaMonを強く示唆する所見を指摘した

点が注目される．

骨髄移植後の肺病変のＣＴ所見と病理所見を

対比した報告の中隅，に，感染を伴わず発症原因

が不明であったＢＯＯPの１１１が含まれている．

他にも病理診断でＢＯＯＰとされた肺病変のＣＴ

所見を詳細に検討した報告１Ｍ5)には'|:)髄移植後

の症例が散見されるが，その多くがＧＶｌｌＤと

関連して述べられている．

非感染性のI}ilT障害の病理所見は問質性肺炎と

禰漫性の肺胞障害が基本となり，時に細気管支

炎,脈管の改変や細胞の異形を伴うとされるが，

ＧＶＨＤなどの臨床像との間には明らかな関連

がないとされている'１)．４例のＯｒＰ像は,c()nsoli-

dationが主所見でありBronchi〔)IiLisobIiL(】‐

ransorganizingpneumonia(ＢＯ()１ｺ)様と表

現できるが，２例の生検組織診断は非特異的問

質性肺炎像で，ＢＯＯPの特徴的所見の末梢気道

の肉芽腫性閉塞は認めなかった．

Ｅｄｗａｒｄら'0)は，大量化学療法と「|家骨髄移

値後に非感染ｌｌｌｉのl11lj障害を示した成人20症例の

C'冊像を分析し，１３例に背側の辺縁域に優位に

分布するconsolidationやスリガラス像を認め

たと報告しているそれらの病理所見は，Ｈ型

肺胞上皮の異形化初期繊維化を伴う肺胞壁の

肥厚，肺胞内浮腫，まず動脈に現れる血管障害

と肺胞内のマクロファージの増加の組み合わせ

であり，杭１，fi間||の11｢1j毒性と診断している．この

CrT所見は我々の経験したⅢ|i障害の所見に酷似

し病理所見にも類似点があり，骨髄移植後の

ＩＰＡとの関連が燗'''１される報告である．

今回検討した症例数は少ないものの，同種骨

髄移植から２～３カ月後に発症した非感染性肺

障害の急IxlH1lJ1crl､の主要像は，大きさは様々で

あるがに|｣下ｌＩｉ野の背側に優鰄位にﾀＭ｢するcon-

solidatjoIIであり，骨髄移植後の非感染性肺障

害の１つの特徴的所見の可能性が高く，この

CT所見はＩＰＡの早期診断に貢献すると考えら

れる．経過'１１に１例でconsolidationの周囲に

スリガラス像を認めたが、ＩＰＡの特徴である

のかは不IU1である．今後，さらに症例を重ねて

検討する必要がある．
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